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第４章 今後の事業での取組に向けて

Ⅰ アンケート調査・ヒアリング調査を踏まえた考察

本研究では、ファミリー・サポート・センターにおいて、長年の課題となってきた「提供会

員の確保」の方策と、近年顕著になってきている「配慮の必要な家庭への支援」について、ア

ンケート調査とヒアリング調査を実施した。アンケート調査は、センターのアドバイザーを対

象とした調査のほか、提供会員、依頼会員、両方調査の各会員に対しても調査を行い、それぞ

れの立場からの課題に関する実態を把握・分析した。ヒアリング調査では、特徴的な取組を行

っているセンターの具体的な取組内容について聞き取り、整理した。

アンケート調査については単純集計のみの分析となり、新型コロナウイルスの影響に関して

も、設問は設けたが分析までには至っていないが、今後の事業の取組に向けて、アンケート調

査とヒアリング調査を通した考察を行う。

１ 提供会員の確保の方策

〇提供会員の不足に対して多くのアドバイザーが将来的な危機感

アドバイザーにアンケート調査で提供会員が不足しているかを聞いたところ、約９割と高い

割合で不足していると感じていた。不足している理由としては、多くのセンターで、依頼会員

の多い地域に提供会員が多いとは限らず、質・量ともに需要と供給のバランスが崩れているこ

とが挙げられた。限られた提供会員に活動が集中してなんとか依頼をこなせているものの、提

供会員の高齢化の進行により、このままでは将来的に提供会員が不足するという危機感を強く

持っていることがヒアリング調査からもうかがえた。提供会員の確保は重大な問題であること

が改めて確認できた。

〇広報の工夫～効果が出るまで地道に実施

提供会員確保のための工夫として、各センターでさまざまな方法で周知を行っているが、ア

ンケート調査では「自治体の広報誌への掲載」と「口コミ」を行っているセンター数が 9割近

くと最も多く、かつ、どちらも高い効果があると実感が持たれていることがうかがえた。提供

会員調査からも、自治体の広報をみたのがきっかけという回答が得られている。（依頼会員調

査には周知に関する設問は設けていないため、今回の調査では分析できていない。）

ヒアリング調査においても同様の結果が得られ、特に口コミの効果は評価されていた。自治体

の広報誌については、効果は高いけれども、即効性があるというわけではなく、何度も継続し

て掲載を続けることの重要性が指摘された。自治体の広報誌に限らず、さまざまな場で何度も

周知資料を目にする中で、こんな活動があるんだと少しずつ意識に織り込まれ、行動へとつな

がっていくまで一定の時間を要することを、経験上アドバイザーは認識しており、「種をま

く」という表現になぞらえられていた。また、ホームページや SNSは多くのセンターが実施し

ており、今後の活用が期待される。
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〇ㅮ⩦会の工夫～まずはཧຍしてもらうことから

各センターにおいて、周知のࢸー࣐は、ㅮ⩦会へのཧຍを目的としたものが多く、いかにㅮ

⩦会にཧຍしてもらうかについて工夫がうかがえた。ཧຍ対象については、ึめからファミリ

ー・サポート・センターに⯆を持っている方ࡤかりではないことを定し、Ꮚ⫱て支援の知

識を得られるㅮ⩦会として、提供会員へのⓏ㘓を๓提にしないᙧで㛛ᡞを広げてເ集し、まず

はཧຍ⪅を集め、ḟのẁ㝵として、ㅮ⩦会をཷㅮする中で会員への関ᚰを高めてもらうという

方法が考えられていた。クඣきのㅮ⩦会としたり、サࣈリーࢲーなど提供会員がㅮ⩦会の中

で体験をヰしたり、ㅮ⩦会を通じて௰間やඛ㍮とのὶの場が⏕まれ、つながりがసられてい

く。ㅮ⩦会の内容も、地域でᏊ⫱て支援の現場で活㌍するᑓ㛛家をㅮᖌとしてᣍいたり、Ꮚど

もの支援を中ᚰとしながら提供会員の意識向上を目的とする内容を┒り込ࡴなど、工夫がみら

れた。提供会員のアンケート調査で、提供会員になって得たものとして、「Ꮚ⫱て支援に関す

る知識を㌟に╔けることができる」がᖹᡂ 17年度実施の調査よりポイントが高かったことから

も、Ꮫࡪことへの意ḧの高い提供会員が集まってきているഴ向がうかがえる。

〇提供会員になった動機や活動への意識

アンケート調査では、提供会員調査になった動機について回答いただいた。一␒多かったの

は、「ᅔっているேのᡭຓけをしたい、ேのᙺに立ちたい」と・ዊの⢭⚄による動機

で、9割を㉸えていた。その一方で、ḟに多かった動機として「ᴦしそう、Ꮚどもがዲきだか

ら」も同様に 9割近くと高い割合を༨めていた。ファミリー・サポート・センター事業を通じ

て、地域でᅔっている家庭のᏊ⫱てを支援しながら、Ꮚどもとの関わることのᴦしさを得ると

いうことは、事としてᏊ⫱て支援に関わることとは␗なり、同じ地域ఫẸとして、できるこ

とを少しずつ、↓理のない⠊ᅖで関わるという、「┦援ຓ活動」の㊃᪨にἢった動機となっ

ていることがうかがえる。また、ファミサポ事業を知ったきっかけとして、自治体の広報のḟ

に、「Ꮚ⫱て関㐃施設、Ꮚ⫱てイ࣋ント、会㆟➼」での周知が上がっていることから、᪥㡭か

らᏊ⫱て支援に関ᚰをもち、地域のイ࣋ントや活動にも自ら✚ᴟ的にཧຍするようなఫẸの

方ࠎが提供会員として活動していることがぢཷけられる。提供会員がቑえない理由を提供会員

に聞いたアンケート調査では「研ಟが㈇ᢸだから」という回答は 2割に‶たないことから、Ꮫ

。ことへの意ḧを持った方が提供会員として活動していることもぢཷけられるࡪ

〇依頼会員の用への意識、提供会員への⛣行に必要な要௳

アンケート調査では、依頼会員になった動機として、「行ᨻが内するためಙ頼できる」が

最も多く 5割を㉸えており、行ᨻの事業であることによるಙ頼感・Ᏻᚰ感に最も重きがおかれ

ていた。ḟに多いのが「に用できるサーࣅスがないから」というᾘᴟ的な理由によるもの

で、「同じ地域のఫẸが㡸かってくれるから」という回答は㸱␒目に多いが、「用料㔠がᏳ

いから」も近い割合となっており、料㔠のᏳさも重どされているとᛮわれる。また、9割௨上

の依頼会員が事業に‶足していることがわかる。提供会員との関ಀ性がⰋいことへの‶足度が

最も高くなっている。

将来的に提供会員になりたいかという質問に対しては、5割を㉸える依頼会員がなることを

ᕼᮃしているという結果が得られ、「依頼会員としておୡヰになっている」こと(㓘性)が理
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由として一␒多いが、地域に㈉⊩できる、活動に⯆があるという理由もḟいで多く、活動を

通じて、地域での支え合い(地域ඹ⏕♫会)に意⩏を感じていく依頼会員も一定数いることがわ

かる。

㸰 配慮の必要な家庭への支援

〇ファミサポの活動での対ᛂ≧ἣ～多様な家庭への援ຓ

アンケート調査では、多様な⫼ᬒや考えを持った家庭との関わりについて、その㢖度を聞い

たところ、「よくある（㐌に数௳⛬度）」から「まれにある（年に数௳⛬度）」の割合が多い

ものとして、「ࡦとりぶ家庭」91.5%、「ぶがዷፎ中の家庭」85.8%、「㌿・㌿ᒃしてきたࡤ

かりの家庭」84.8%、「Ⓨ㐩の㐜れや㞀ᐖのあるᏊども」84.1%、「ぶが⢭⚄的にᝈのある家

庭」76.2%などが上を༨めている。提供会員調査からは、配慮の必要な家庭を援ຓした経験の

なかったのは 2%ྎと㠀ᖖに少なく、多くのセンターで、多くの提供会員が何➼かの配慮の必要

な家庭への支援を経験している。

ヒアリング調査において、配慮の必要な家庭の対ᛂ事を聞くと、特に、ぶ、Ꮚそれぞれ㞀

ᐖのみられる家庭、ࡦとりぶの家庭、⏘๓⏘後の家庭➼、」数の㡯目が組み合わさった」㞧な

家庭の事が多く、援ຓにあたる提供会員のࢳࢵ࣐ングにⱞປしている様Ꮚがうかがえた。

〇関ಀ機関との㐃ᦠ、行ᨻとの㐃ᦠの実態

アンケート調査では、ᕷ⏫ᮧ・行ᨻᡤ⟶課（家ඣ┦をྵࡴ）」「保ᡤ・ᕷ⏫ᮧ保センタ

ー・ᕷの保ᖌ➼」「Ꮚ⫱て支援センター」とは、９割を㉸える割合で㐃ᦠをしており、多く

の㐃ᦠ関ಀ機関と㐃ᦠしていることがわかった。また、約 3割のセンターは、自治体のᏊ⫱て

支援センターにే設されており、「♫会⚟♴༠㆟会」は約㸰割、「ᕷ⏫ᮧ・行ᨻᡤ⟶課（家ඣ

┦をྵࡴ）」は 1.5割と続くが、ే設されていると、より㐃ᦠがとりやすく、᪥ᖖ的な報ඹ

᭷が行われる様Ꮚがヒアリング調査からもఛえた。

ヒアリング調査でも、どのセンターも関ಀ機関と、報のඹ᭷を᪥ᖖ的に行いながら、各機

関との㐃ᦠがとてもⰋዲに行われている様Ꮚがうかがえた。その一方で、ጤクセンターと行ᨻ

との㐃ᦠがⰾしくなく、報が分᩿されているケースもあり、アドバイザーが⇕ᚰにാきか

け、少しずつ関ಀをᵓ⠏していった事もあった。行ᨻのᢸᙜ⪅がファミサポ事業への理ゎが

ある場合とそうでない場合のᕪは大きいとゝえる。要対༠へは、㸰割を㉸えるセンターがຍ┕

しているという回答であったが、ᵓᡂ機関の࣓ンバーかཧຍ機関としてのຍ┕かについては把

握できていない。

〇ファミサポでの関わりの工夫～ᑓ㛛⫋でないからこそできるファミサポでの関わり

アドバイザーがまず最ึに支援にධり、≧ἣを把握してから㐺ษな提供会員にࡦきつࡄ方法

と、アドバイザーはあくまでも後方支援にまわり、提供会員ができる⠊ᅖで支援してもらうと

ういうスタンスをとるセンターとに分かれた。センター㐠Ⴀᅋ体の特性や⫼ᬒ➼によっても方

㔪が␗なる関わりをしていることがうかがえた。

提供会員はᑓ㛛家でない地域のఫẸであり、地域ఫẸとしてできる⠊ᅖでの関わりというこ

とになる。依頼会員のẕぶと同じ目⥺での対ᛂが、依頼会員のᚰを㛤くことにつながったりす
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ることや、依頼会員が提供会員との関わりを通してே間関ಀをᏛࡪ経験ができたりといったケ

ースもぢཷけられた。同じ地域ఫẸとしてᐤりῧう、ᑓ㛛⫋でない かなかかわりが出来るこ

とがファミサポのⰋさであることを確認できた。

〇アドバイザーにồめられる機⬟～さまざまなᑓ㛛性

アンケート調査からも、アドバイザーに業ົに必要だとᛮう機⬟としてアドバイザー自㌟か

ら得られた回答として、「⟶理・㐠Ⴀ機⬟」、「調機⬟」、「ᩍ⫱機⬟」が上に挙げられ

たほか、「スーࣃーࣅジࣙン機⬟」、「┦ㄯ援ຓ機⬟」➼のࢯーࣕࢩル࣡ーࢡ的な要⣲の高い

機⬟に関しても高い割合を♧していた。

ヒアリングを行ったアドバイザーにおいては、活動報࿌᭩の提出時に᪥ᖖ的な会ヰをḞかさ

ず、活動の報࿌のみならず活動へのປいやẼ㍍な会ヰを通して、提供会員の意ḧを向上させた

り、提供会員や依頼会員とのಙ頼関ಀを要どし、会員がẼ持ちよく活動できるようᖖに配慮を

行うなど、ඃれたコミࣗࢽケーࣙࢩン⬟ຊを㥑して、センターをに㐠Ⴀし、配慮の必要

な家庭への対ᛂについても関ಀ各ᡤと㐃ᦠをとりながらセンターを対ᛂしており、高いࢿ࣐ジ

࣓ント⬟ຊもうかがえた。

㸱 その 事業体

〇㐣Ώ期を㏄えたファミリー・サポート・センター

ᖹᡂ 6年の㛤ጞ௨㝆 30年近くの年᭶が経㐣した現ᅾ、事業を用する依頼会員は年ࠎቑຍし

多様な⫼ᬒや考え方を持つ家庭においてファミサポが用されるようになっている。๓㏙のと

おり依頼会員の‶足度は高かったが、‶足度のపい会員にとっては、「ᛴな対ᛂができない」

ことや、「サーࣅス用㛤ጞまでのᡭ続きが多い」、「なかなか提供会員とのࢳࢵ࣐ングがで

きない」と不౽さを感じている割合が高いことがわかり、ファミリー・サポート・センターを

用するにあたって、もっと用⪅に౽にえるようにすき、というᕷ場⩏が持ち込ま

れつつあることもྰ定できない。

また、ᅔ㞴事への対ᛂにᑓ㛛性がồめられる一方で、㏦㏄に関する活動がቑえ、⩦い事な

ど定期的、継続的な活動がቑຍしたことにより、時間ᖏが集中し、提供会員の確保が一ᒙ㞴し

い≧ἣになっているということにもつながっている。

ヒアリング調査からも、㛤設ᙜึにⓏ㘓した提供会員の高齢化により、将来的な不Ᏻをᢪえ

ながら、多様な依頼に対ᛂしている現≧において、┦援ຓ活動としてのファミサポにおける

支援のあり方についてᛮいをめࡄらせるアドバイザーが多く、まさに事業は「㐣Ώ期」を㏄え

ていることがうかがえる。

〇両方会員の現≧

ファミリー・サポート・センターが㐣Ώ期にある中、「両方会員」は、提供会員不足をᡴ㛤

するための重要な要⣲となってくるとᛮわれる。依頼会員から両方会員への会員༊分のษり᭰

えをാきかけているセンターは多く、アンケート調査で㸴割௨上が実施していた。しかし、

「効果がなかった」という割合が㸳割を㉸えており、現時Ⅼではなかなかษり᭰えは進んでい

ないようである。また、両方会員が自分のᏊどもと㡸かったᏊども、」数のᏊども同時にみる
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ことに対してᏳ㠃から不Ᏻどするኌもあり、両方会員はいないというセンターや、両方会員

という会員種ู自体を設けていないセンターもあった。

両方会員になった動機を聞いたところ、提供会員との㐪いとして、「Ꮚ⫱てに関して、自分

と同じような≧ἣにおかれているேのᡭຓけをしたいから」、「地域や♫会にᜠ㏉しをしたい

から」といった「┦援ຓ活動」に┤結するような㡯目で高い割合が♧され、「地域でのᏊ⫱

ての支え合い」への意識がより強いことがうかがえる。

多様な⫼ᬒや考えをもつ家庭への対ᛂ経験については、提供会員とẚ援ຓを行った割合は

పいものの、「Ⓨ㐩の㐜れや㞀がいのあるᏊども」、「ࡦとりぶ家庭」、「ぶがዷፎ中の家

庭」など、同じᏊどもをもつぶとしての立場をඹ᭷する両方会員ならではの、よりᑀな関わ

りがồめられる活動を実施していることがわかった。

  

〇㒔道ᗓ┴による支援策～高知┴での事業ᣑへの支援

高知┴は、㒔道ᗓ┴ࣞ࣋ルでファミリー・サポート・センター事業の重要性を認識し、┴が

⋡ඛしてセンターの㐠Ⴀのための支援を行っており、ཧ考事としてヒアリングを行ったとこ

ろ、ᕷ⏫ᮧの自治体ᢸᙜ課、アドバイザー➼、関ಀ各ᡤから聞き取りを行い、現場で何が必要

かを把握し㐺ษかつ効果的な支援が行われていることわかった。

具体的には、┴ࣞ࣋ルでの広報や、高知┴∧取組ຍ⟬による㈈ᨻ支援➼を実施し、結果とし

て、ᑠつᶍの会員数でスタートしたセンターが年ࠎ会員数をቑやし、センター数も 1センター

から 13センターと大ᖜにቑຍした。

アドバイザーのᑓ㛛性の向上のためのㅮ⩦についてもその重要性も認識し、┴ദでアドバ

イザーを対象としたㅮ⩦会をẖ年実施している。

― ��� ―



�

ϩ アンケート調査・ヒアリング調査を踏まえた提ゝ

アンケート調査・ヒアリング調査の結果から᫂らかになった課題より、今後の᳨ウすきⅬ

は௨ୗのとおり考えられる。

１ 提供会員の確保について

〇࣎ランࢸアとしての活動の⠊ᅖのぢ┤し

ア⢭⚄による「できる⠊ᅖで少しずつ」行う活動であったのが、今や、配慮が必ࢸラン࣎

要な家庭への支援がセンターで行われ、「┦援ຓ活動」として一⯡の地域ఫẸが対ᛂで

きるチ容⠊ᅖを㉸え、㈇ᢸを強いることになっているのではないかがᠱᛕされる。

しかも、事ᨾ➼のトラࣈルがあった時の㈐௵が、法ᚊ上では提供会員ಶேに㈇わされるとい

う‽ጤ௵ዎ約で行われている活動であるため、提供会員にとっても「何かあったときの㈐௵」

が⢭⚄的な㈇ᢸとなり、会員となることをጉげる要ᅉとなっている。

地域ఫẸによる体性をᑛ重しながら、地域のᏊ⫱ての支え合いとしてどこまでの活動を行

うきかについて整理し、より多くの地域ఫẸがཧຍしやすいような活動のᯟ組みを設ける必

要があるのではないか。

〇ファミリー・サポート・センター事業における㏦㏄の⨨࡙けのぢ┤し

年ࠎ「㏦㏄」の活動௳数はቑえ、提供会員の確保を㞴しくする要ᅉとなっている。

また、ファミサポでの㏦㏄をᙜ↛のように考え、ሿや⩦い事にᏊどもを通わせる保ㆤ⪅も少

なくない事態も㉳きており、センターによっては、㏦㏄について、Ꮚ⫱ての支え合いに㏦㏄は

そࡄわない、と通ᖖの活動とษり㞳してไ限をかけるところも出てきている。

ファミリー・サポート・センターの㏦㏄のあり方や㐠用ルールについて、ぢ┤す必要がある

のではないか。

㸰 配慮の必要な家庭への支援について

〇行ᨻとの㐃ᦠ体ไの強化の必要性

配慮の必要な家庭への支援において、行ᨻとの㐃ᦠの強化が必要であることは᫂確となって

いるところ、㐃ᦠの≧ἣは地域や㐠Ⴀ体によってᕪがある≧ἣにある。

自治体のᢸᙜ課、関ಀ機関との㐃ᦠ体ไの強化がồめられる。

〇ㅮ⩦会のぢ┤し

事業としてồめられる支援内容について、よりᑓ㛛性がồめられる≧ἣにあるが、これまで

提供会員㣴ᡂㅮ⩦については、ᅜの࢝リࣗ࢟ラムに対ᛂした 24時間９㡯目のㅮ⩦を実施してい

るのは㸱割⛬度である。また、ㅮ⩦会に対する各センターでの認識の㐪いもある。このような

中、ファミリー・サポート・センター事業の活動を行うために、どのようなㅮ⩦が必要である

のかについて、改めて᳨ウする必要があるとᛮわれる。その㝿は、࢜ンラインを活用したㅮ⩦

についてもేせて᳨ウするきである。
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〇アドバイザーの待㐝について

アンケート調査・ヒアリング調査を通じて、アドバイザーにồめられるᑓ㛛性の高さが確認

されたところであるが、その待㐝については、㠀ṇつでの᭷期の㞠用である場合が多く、ᑓ㛛

性が⥔持しにくいものとなっている。

提供会員の確保や配慮の必要な家庭への対ᛂ➼、様ࠎな課題に㐺ษに対ᛂし、事業をに

㐠Ⴀできる⫋員の質の確保のためにも、アドバイザーへの研ಟの実施や㞠用᮲௳➼についての

待㐝改ၿが必要とᛮわれる。

㸱 その、事業体

〇依頼会員への研ಟの必要性

依頼会員の意識として、ファミリー・サポート・センターが「┦援ຓ活動」に๎った地域

の支え合いの組みであることをあまり理ゎせず、用料㔠のᏳさやいᡭのⰋさを重どし

ている会員も一定数Ꮡᅾすることが᫂らかになったことから、依頼会員に対して地域ఫẸ同ኈ

がいに支え合う活動である「┦援ຓ活動」の考え方を理ゎしてもらうために、依頼会員に

向けた研ಟの実施について᳨ウする時期に来ているようにᛮわれる。

Ϫ ⥲ᣓ的な結ㄽ

〇ᒱ㊰を㏄えたファミリー・サポート・センター事業のあるきጼとは

ファミリー・サポート・センター事業は、地域におけるᏊ⫱ての支え合いという࣎ランࢸ

ア⢭⚄をᑛ重した「┦援ຓ活動」として行われてきた。Ꮚ⫱てࢽーࢬへの即したᰂ㌾な活動

が地域のᏊ⫱て支援において重要性をቑし、ᅜの事業として期待され、➨種♫会⚟♴事業と

して♫会的㈐௵をᢸう事業となった。それにより、の保⫱サーࣅスと同様に保⫱の質やᑓ㛛

性の確保がᙜ↛のように要ồされ、ᕷ場࣋ースの౽性がồめられるようにもなった。ຍえ

て、ᅜや自治体のᏊ⫱て支援ไ度も年ࠎ実し、様ࠎな支援策がᡴち出され、ファミリー・サ

ポート・センター事業を取りᕳく≧ἣは大きくኚ化した。まさに、事業はᒱ㊰に立っていると

ゝえる。

しかし、どのような≧ἣにあっても、この活動が本来持っている、同じ地域ఫẸ同ኈがᏊ⫱

てを支え合い、ಙ頼関ಀで結ࡤれ、地域のつながりをࡺるやかに⏕していくことの意⩏は大

ኚ重要であるとゝえる。これからの地域のᏊ⫱て支援において、ファミリー・サポート・セン

ターがᢸうき支援のྍ⬟性について、᭦なる㆟ㄽが必要である。
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おわりに

ファミリー・サポート・センター事業が始まって以来、初めての大規模調査を行ったが、特

に、会員調査は、一般の地域住民の方々にお答えいただくものであり、どれだけ協力いただけ

るのか全くの未知数であった。

蓋を開けてみると、数多くの会員の方々から回答をいただくことができた。ファミサポの活

動に対して会員の方々がさまざまな思いを持ち、伝えたい何かを持っている結果と受け止めて

いる。まさに今、岐路を迎えているこの事業にとって、現場で活動いただく方々の生の声が、

事業の課題を解決するためのヒントとなるのではと思われる。

「地域で子育てに困っている家庭のために役に立ちたい」という提供会員がいて、依頼会員

は、子育ての辛い時期に支えられ、子どもの成長を共に喜び合いながら、安心感や信頼関係で

会員同士がつながっていく。

そして、子どもに手がかからなくなると、「今度は自分が、子育てに困っている誰かに恩返

ししたい」とこれまで支えられていた依頼会員が提供会員として地域の誰かの子育てを支え、

次なる人とのつながりを創っていく役割を担う。

地域住民の子育ての支え合いによるファミリー・サポート・センターの活動は、子育てを

「支える側と支えられる側」という一方向で終わらせず、双方向で関わり合うことで、子育て

にやさしいまちづくりにつながっていく活動である。地域共生社会実現の担い手としての役割

を先駆的に果たしていることの意義は大きいと言える。

児童福祉法等一部改正法案で家庭支援の充実が図られて、第二種社会福祉事業も数多く創設

されるなど、国の支援体制が強化されつつある。そのような中で、ファミサポが地域の子育て

の支え合いの活動であるという特質を踏まえ、子育て支援事業に普遍的な役割とファミサポに

固有の役割とを整理し、過度の期待にならないよう、かつ、固有の役割・機能を大切にした充

実策が必要となるであろう。

今回の調査研究の成果が、提供会員の確保や配慮の必要な家庭への支援のために日々尽力さ

れている全国のファミリー・サポート・センターのアドバイザーの皆様、自治体のご担当者は

じめ事業に携わる関係者の皆様の参考になれば幸いである。

最後に、新型コロナウイルスの感染拡大が長期化する中にあって、アンケート調査に回答く

ださった皆様、お忙しい中ヒアリング調査でセンターでの取組をお話くださったアドバイザー

の皆様、助成いただいた厚生労働省のご担当者の皆様、そして、ご指導・ご示唆いただいた柏

女霊峰委員をはじめとする検討委員の皆様方、今回の調査に関わってくださったすべての方々

に対し、心より感謝の意を申し上げる。
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